Peanut mottle virus from peanut and pea by Inouye, T.
ナンキンマメおよびエンドウに発生する
ナ ンキンマ メ斑紋ウイルス
CPeanut mottle virus) 
井 上 忠 男
1962....1965年の聞に千葉，神奈川，岡山，鹿児島の各県下のナンキンマメに既報 (7)
のカプモザイクウイルス (turnipmosaic virus=TuMV)による輪紋モザイク病とは異
なる軽いモザイク症状の病害が広く発生していることを観察した.また，一方，静岡県伊
豆地方および愛知県渥美地方のェ γドウに葉脈透明を主体にした軽いモザイク病徴をあら
わすウイルス病が広く発生していることも認められた. これらのナンキンマメやエンド
ウの病植物から病原ウイルスを分離してその性状を調べたところ， どちらの場合も病原ウ
イルスは同ーのものと認められ. 1965年に Kuhnによって報告された peanutmottle 
virus (PnMV)に相当するものと同定された.PnMVの寄生性や病徴の概略については
すでに著者の報告(6)の中で一部発表しているが，本報ではあらためてこのウイルスの和
名をナンキンマメ斑紋ウイルスと命名してその諸性状を記述する.
病植物標本の採集に協力をいただいた秦野たばこ試験場都丸敬一氏， 名古屋大学農学部山口昭氏，
終始実験に協力された当研究所光畑輿二氏の各位に深く感謝する.
実験材料と方 法
各地で採集したナンキンマメおよびエンドウの病株からウイルスを分離して寄生性，粒
子その他を調べたが，いずれの分離株もその性質に大きな相異はないと認められたので，
実験には主として 1964年に倉敷市で採集したナンキンマメから分離された PN-15株を用
いた.接木試験，汁液接種，アプラムシ伝微，物理性などの試験は常法によって行なった
が， 接木およびアプラムシ伝搬試験に用いたウイルスは 1962年に倉敷市で採集した病株
から分離した PN-3株である.戻し接種や物理性試験での検定植物にはトップクロップや
つるなし金時などのイシゲシ品種を用いた. ウイルス粒子の電子顕徴鏡観察は dip法で
作成した試料について行ない，接種植物感染の確認にも電顕での粒子観察を臨時に応用し
た
実験結果
1.原寄主での病徴
1 )ナンキンマメ:モザイク斑紋は淡色部の黄化の度合が少なく，濃淡が不鮮明ではっ
きりしない場合が多い(第1図A. B). 夏の高温時期には古い病葉だけでなく新葉の病
徴でも消失することが多い. したがって， 比較的鮮明な黄白色輪紋斑をあらわす TuMV
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による輪紋モザイク病とは区別しやすい.病葉は漣葉気味になる場合もあるが，一般に変
形や萎縮，えそなどの病徴はみられない.
2)エンドウ:エンドウでの病徴も軽<，葉肱透明がもっとも普通の病徴である(第1
図C). 葉脈附近に不鮮明な淡色斑を生じて軽いモザイクとなり， 葉のふちが軽く漣葉状
になる場合もある.病植物の顕著な萎縮やえそ病徴はあまりみられない.
2.寄主範囲と病徴
本ウイルスの寄主範囲はほぼマメ科植物に限られるが，第1表に示したように，タパコ
類にも感染がおこる.
第 1表 ナンキンマメ斑紋ウイルスの寄生性キ
感受性植物
全身感染植物:ナγキンマメ，エンドウ〈仏国大爽， :It十日絹爽，ウスイ)， ソラマメ， イン
ゲン(山城黒三度，つるなし金時)，ダイズ，アズキ，ザザゲ(黒種三尺1)，ダルマ，カ
ウピー ・プラック2))，!lリムソ γクロー バー ，レンゲ， アルザイククロー パ_1)，コモ
:/ベッチめ， リョクズ。
局部感染植物:インゲン〈トップクロップ，マスターピース，衣笠， 茶白， マントルZ)，江
戸川2)，長ウズラ2)，大手亡久平爽尺五寸2))，エピスグザ，ツルナ1)，タパコ〈ザムス
:/，ホワイトパー レー )， Nicotiana rustica，センニチコウ1)
非感受性植物
ェγ ドウ (WisconsinPerfection2))，ラジノクロー パー ， レッドクローパー，スイート
クローパー，アルフアルファ，フジマメ2>，Crotaralia spectabUis，ゴマ，キュウリ，
クリカボチャ 2)，Chenopodium amarantic%r. N. glutinosa，シロパナヨウ・ンュチョ
ウセンアザガオわ， トマト2)，ベチュユア2)，チシャ2)，シュンギク 2)
ホナンキンマメからの 3分離株，エンドウからの2分離株についての調査
1) 1部の分離株から確かめられたが，他の分離株では結果が不明確
2) 全部の分離株については調べていない
人工接種によるナンキンマメ，エンドウの病徴はほぼ畑での原寄主の病徴と一致する.
インゲンで、は接種葉にえそ斑点および葉肱えそを生じ，山城黒三度，つるなし金時などの
品種では全身感染して上葉にモザイクおよびえそ病徴がみられる. トップクロップなどの
品種では局部病徴だけで全身感染はおこらない. トy プクロ y プインゲンの局部病斑は明
確であり検定植物に好適である(第1図E). ソラマメでは局部えそ病斑を生じ， 上薬は
退緑斑点や葉肱退緑による軽いモザイク斑紋となる(第1図D). ダイズ，アズキ，ササ
ゲ， レンゲ， コモンペッチ， クリムソンクローパーなどは全身的なモザイクとなり， 縮
葉のみられることもある.アルサイククローバーでは全身的に葉抹退緑および葉詠えそを
生じ， エピスグサにはえそ， ツルナには黄緑色の局部病斑点を作って全身感染しない.
Nicotiana rusticaの若い接種葉に局部退緑斑点のみられることもあるが，無病徴局部感
染の場合が多い.タバコ(サムスン，ホワイトバーレー)，センチコウでも無病徴局部感染
である. ほかの供試植物は Chenoρodiumamaranticolorを含めて感染が認められなか
った.
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3.伝
第1閃 ナンキンマメ斑紋ウイルス (PnMV)による数種植物の病徴
およびウイルス粒子の電子顕微鏡写真
A. B:畑でのナンキンマメ病葉の軽v、モザイク病徴.
C :畑でのェγ ドウの病徴，葉脈返緑.
D:ソラマメの全身病徴，不明瞭な退緑斑点モザイク.
E:トップタロップインゲン接種葉のえそ局部病斑.
F:ウイルス粒子の電子顕微鏡写真， dip法試料による. x30.0∞. 
搬
本ウイルスは接木，アプラムシ，汁液接種，病種子によって伝搬される.ナンキンマメ
の健，病植物を用い，それぞれを台または接穂にした割り接ぎによる接木試験を行なった
ところ，容易にまた確実に伝染がおこった. マメアプラムシ (Aphiscraccivom Koch) 
によっても容易に伝搬された.汁液接種で発病させたナンキンマメ病植物から採種した種
子を播いて種子伝染の有無を調べたところ， 259本中2本に種子伝染が認められ，第l本
業から典型的な斑紋病徴があらわれた.これら2本の発病幼苗からはひも状粒子が検出さ
れ，検定植物の反応も接種試験で確かめられた.
-161ー
4.ウイルス干渉試験
本ウイルスを 1次接種ウイルス，イシゲン黄斑モザイクウイルスのえそ系 (BYMV-N，
P 120株〉を2次接種ウイルスとして， ソラマメ上で干渉効果を調べた. BYMV-Nによ
るソラマメ上での病斑数が十分でなく，数量的な取り扱いはできなかったが，本ウイルス
が BYMV-Nの感染を阻止したとは認められなかった.
5.物理性
第 2表 ナンキンマメ斑紋ウイノレスの粗汁液中での物理性
室温 500C 55 60 65 70 
耐熱性(10分)
32.8* 15.5 2.3 。。。
xlO-1 10-2 10-3 10-‘ 10-5 
希釈限度
32.8 2.5 0.8 0.7 。
0日 1 2 4 8 
保存限度 (200C) 
32.8 15.0 3.0 。 。
ウイノレス源植物:ソラマメ
ソラマメをウイ
ルス源植物，イン
ゲン(ト y プクロ
ップ〉を検定植物
にして粗汁液中に
おける本ウイルス
の物理性を調べた
ところ，第2表に
示すように，耐熱
性は 55~600C 10 
分，希釈限度は
1O-4~1O-~倍，保
存限度は200Cで
*検定植物(トップクロ ッ プインゲγ) の 3~5 接種初生葉に生じた平
均病斑数
2~4 日であった. 別のウイルス株を用いた試験では耐熱性が 60~650C 10分， 希釈限
度は1O-~~ 4 x 10→倍，保存限度が200Cで4日とし、う成績も得られた.
6.ウイルス粒子の形態
Dip法試料の電子顕微鏡観察で見られる本ウイルスの粒子は第 1図Fに示すように長さ
約750mμ 前後のひも状であり， いわゆる PVY群に属するもので， BYMVなどと形態
的に差は認められない.
考 察
ナンキシマメに発生する汁液接種可能なウイルスとしては groundnutrosette virusの
mottle type (GRV-M) (12)， peanut mosaic (1)， pcanut mi1d mosaicおよび severe
mosaic (2)， tobacco ringspot virus (TRSV) (3)， tomato spotted wi1t virus (TS 
WV) (4)， turnip mosaic virus (TuMV) (7)， peanut mott1e virus (PnMV) (8)な
どが報告されている. 本報のウイルスは TSWVや TRSVに比べると寄主範囲が狭く，
ウイルス粒子の形態からみてもこれらとは別種である.Cheoら(1)の peanutmosaic 
も本ウイルスとは寄生性の面で大きな差異が認められる. Cooper (2)の peanutmi1d 
mosaicおよび severemosaic， Storeyら(12)の GRV-Mは病徴の記述で本ウイルス
と似た点もあるようであるが，ウイルスの諸性質の詳細な記述がなく十分に比較すること
ができない.ナンキンマメに輪紋モザイクをおこす TuMVは粒子の形態が本ウイルスと
よく似ているが， TuMVが各種アブラナ科植物.Nicotiana glutinosaやペチュニアその
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他に病原性のあることから両者を同一視することはできない.
Kuhn (8)のPnMVは粒子の形態については明らかにされておらず，寄生性の記述も本
ウイルスと若干の相異点があるが，ナンキシマメでの病徴，イシゲγの反応，種子伝染その
他からみて本ウイルスと同じかあるいはきわめて近いものと考えられる.一方， Schmidt 
ら(10)は Kuhnのウイルスと同ーか，もしくは近いと思われるウイルスの粒子の形態を
報告し， 約750mμ の長さのひも状であるとしている. したがって， 本報のウイルスは
Kuhnや Schmidtらのウイルスと同種のものとして peanutmottle virusと同定して
差支えないと考えられる.ウイルスの和名はナンキンマメ斑紋ウイルスと命名したい.
著者ら(西門，井上， 1953)は前にナンキンマメの軽いモザイク病が汁液接種では移ら
ず， 接木およびマメアプラムシで移ったことから， これが GRV-Mに近いのではないか
と想定し，予報として発表した.その後の実験は当時のウイルス株が失なわれたために中
断したので，以前のものを本報の PnMVと比較することは困難であるが，以前の病徴写
真からみると PnMVによるものとも考えられる. この症状のナンキンマメから汁液接種
できないものは近年見当っていない.当時，汁液接種の結果が陰性と認められたことは，
実験時期が夏であったこと，・ PnMVの病徴が非常に軽徴な場合もしばしぼあることなど
から判定を誤まった可能性も高いのではないかと考えられる.
エンドウにおける PnMVの発生はこれまでに愛知県渥美地方と静岡県伊豆地方で確か
められたが，それ以外の地方ではまだ確認されていない.渥美地方のエンドウでは PnMV
がもっとも広く分布するウイルスのように観察されたが， これはこの地方の夏作にナン
キンマメもかなり作られていることと関連があるのかもしれない. エンドウに発生する
PVY群のひも状ウイルスで Chenoρodiumamarantic%rに感染性がなく， インゲンの
多くの品種に局部えそ斑点を作るものは従来知られておらず， PnMVによるエンドウの
ウイルス病としては本報が最初の記載である.
血清学的類縁関係はまだ調べていないが， PnMVは粒子の形態，マメ科植物を主体にし
た寄生性からみてもインゲンモザイク (beancommon mosaic)，アズキモザイク(azuki-
bean mosaic)，ササゲモザイク (vignamosaic)，ダイズモザイク (soybeanmosaic)， 
エンドウ種子伝染モザイク (peaseed-borne mosaic)，エンドウモザイク (peamosaic) 
などの各ウイルスと同じく， イシゲン黄斑モザイク (beanyellow mosaic virus)にか
なり近縁なウイルスと理解すべきであろう.
摘 要
各地のナンキシマメに広く発生する軽いモザイク病徴株から1種のウイルスを分離し，
これを peanutmottle virus (PnMV)と同定し， ナンキンマメ斑紋ウイルスと命名し
た.
PnMVは接木，マメアプラムシ，汁液接種で移され， 種子伝染性である. 寄生性はほ
ぼマメ科植物に限られ，ナンキンマメ，ソラマメ，エンドウ，ダイズ，アズキ，ササゲ，
2， 3のインゲン品種などに全身感染し， トy プクロ y プなどのインゲンには局部えそ斑
点を生じる. マメ科以外でも Nicotianarustica，タバコ， センニチコウの接種葉に無病
徴感染が認められるが，Chenoρodium amaranticolor， N. g/utinosaなどには感染しな
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い.インゲン黄斑モザイクウイルスのえそ系との聞に干渉効果は認められない.粗汁液中
での耐熱性は 55~650C 10分， 希釈限度は約10白 4倍， 200Cでの保存限度は4日. ウイ
ルス粒子は長さ約750mμ 前後の屈曲したひも状である.
PnMVはナンキンマメだけでなく， 愛知県渥美地方， 静岡県伊豆地方のエンドウにも
発生することが確かめられた.
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訂正
農学研究第52巻第1号に掲載された著者の報交i1967年までに報告された本邦産長形ウイルスの
Brandesの方式による類別」の第1表中の Carrotred leaf V.ユンジγ・黄化病ウイルス (41頁
第1行〉は Celer，.mooaic V.セルリー・モザイタウイルスの関連いであるので訂正する。
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